
 
 
 

○高齢者・地域学生等との世代間交
流（多様な人間関係との関わり） 

○地域の伝統文化や習慣行事にふ
れることによる親子の育ちの支援  

○地域ボランティア、町内会、子育 
 てサークルとの協働 

保育所 

放課後児童クラブ 

学校 幼稚園 

（機能強化）地域支援機能 

児童館 

 
 
 
○子ども・子育て関連３法の給付・事業
の利用についての情報集約・提供 

○保育等の利用についての相談 
○保育等の利用調整（市町村と連携） 

（機能強化）利用者支援機能 

市町村 

連携 

拠点職員 利用者（待機児童） 

利用相談 

利用資源の案内 

地域子育て支援拠点 

子育て親子 

  ※ 地域機能強化型の施設に従事する職員の資質（地域子育て支援の内容や手法等）の底上げ  ⇒ 専門性強化対策費を支援 

 
 

  ・子育て親子の交流の場の提供 
  ・育児の相談・援助、講習等  
  ・育児に役立つ情報のお知らせ  
   

現在の機能（相談等機能） 

地域子育て支援拠点事業の機能強化   

（注）利用者支 
援は、三党合 
意に基づく子ど 
も・子育て支援 
法案の修正に 
より、市町村事 
業として法定化 
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 地域子育て支援拠点に、以下の機能を持つ「地域機能強化型」を創設（都市部中心に約1,100か所） 
①「利用者支援機能」＝地域の子育て家庭に対して、子育て支援の情報の集約・提供等 
②「地域支援機能」 ＝親子の育ちを支援する世代間交流やボランティア等との支援・協力等 

関係機関とのネット
ワークづくりを推進   
  （関係者会議等） 

（機能強化）との相乗効果で更に充実 

認定こども園 

（参考資料４） 



 核家族化や地域のつながりの希薄化など、家庭や地域の子育て環境が大きく変化している中で、一時的
に家庭において児童を保育できなくなるような事態に対応し、すべての子育て家庭の切実なニーズに応え
ることが必要。 
 このため、休日等の開所や通常の開所時間を超えて時間延長を行う「基幹型施設」を創設し、児童の受
入れができる体制を充実（約700施設）。 
 （対応例）・日常生活上の突発的な事情（保護者の病気・けが、冠婚葬祭等） 
      ・児童虐待の予防（育児疲れや育児ノイローゼ等） 
      ・社会参加の必要（自治会・ＰＴＡ活動、防災訓練等）等 

 家庭において保育を受けることが一時
的に困難となった乳幼児について、主と
して昼間、保育所その他の場所において、
一時的に預かり、必要な保護を行う。 

一 般 型 

基幹型施設の創設 

 休日等の開所や通常の開所時間を超え
て時間延長を行う基幹型施設を創設し、
児童の受入れができる体制を充実。 
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【機能強化のイメージ】 

機能強化 

（※）現在の補助制度では、１日８時間、週５日分 
   の経費を補助している。 

                  一時預かり事業の機能強化 （参考資料５） 




